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１．研究の目的 

近年の画像処理技術の発展及び PC の性能向上により、流れの可視化技術にデジタル画像処理
技術を加えた粒子画像流速測定法（PIV）が実用化されている。現在、一般に利用されている PIV
システムは比較的狭い範囲（300mm×300mm 程度）を対象としており、実大の室内気流分布を
PIV で実測した例は少ない。 

 そこで、本研究では、東京工芸大学の人工気候室を用いて、PIV 測定を行い、実大の室内空
間を PIV 測定する際の問題点を明らかにすることを目的としている。 

 

２．研究の方法 

人工気候室にてレーザーライトシートとスモークジェネレータを用いて気流を可視化し、高
速度カメラで撮影する。撮影された画像を画像処理ソフトウエアで処理し、風速ベクトルやス
カラー風速値を得る。 

 
図１ 可視化実験装置と画像処理 

 
３．研究成果 
人工気候室内の気流をレーザーライトシートとスモークジェネレータで可視化し、人体周り

の気流を可視化できることを確認した。 
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